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02　映像の里づくり着々と
　　～京丹波町ロケーションオフィス発足～
04　須知高校生の企画を商品化　ほか
06　将来の医療人を育成、町病院で職業体験
07　いきいき医療術
08　まちの話題
10　まちの元気人

　
ひ
な
壇
の
よ
う
に
対
岸
の
家

並
み
や
田
畑
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
河
岸
段
丘
。
山
間
を
蛇

行
す
る
由
良
川
と
そ
の
支
流
、

高
屋
川
と
の
合
流
付
近
に
発
達

し
た
段
丘
は
、
国
土
地
理
院
が

選
ん
だ
「
日
本
の
典
型
地
形
」

に
数
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
生
い
立
ち
は
、
70
万
年

以
上
も
の
太
古
の
昔
。
河
川
の

浸
食
作
用
で
切
り
立
っ
た
谷
に

土
砂
が
堆
積
し
て
谷
底
平
野
と

な
り
、
後
に
隆
起
な
ど
に
よ
っ

て
浸
食
作
用
が
活
発
化
し
て
段

丘
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
段
丘
は
高
位
・
中
位
・

低
位
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
、

由
良
川
河
岸
の
高
位
段
丘
の

堆
積
物
か
ら
、
そ
の
時
代
が

更
新
世
の
中
期
・
後
期
（
77

万
３
０
０
０
年
〜
12
万
６
０

０
０
年
前
）
で
あ
っ
た
と
見

な
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
和
知

町
誌
」
よ
り
）

　
両
岸
の
形
状
を
一
望
で
き
る

中
区
の
神
社
地
内
か
ら
は
、
10

集
落
を
見
渡
せ
ま
す
。
当
地
が

開
拓
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
出

野
城
が
見
え
た
こ
と
、
敵
の
襲

来
や
災
害
な
ど
を
監
視
で
き
た

こ
と
、
地
質
が
岩
盤
で
狼
煙
を

上
げ
る
の
に
適
し
て
い
た
こ
と

な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

　
地
形
と
産
業
、
暮
ら
し
、
民

俗
は
密
接
に
関
わ
り
、
現
代
の

地
域
社
会
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
日
々
、
対
岸
に
四
季
の
移

ろ
い
を
感
じ
、
互
い
に
〝
お
向

か
い
さ
ん
〞
の
暮
ら
し
の
無
事

を
思
い
や
る
、「
和
」
の
心
も

土
地
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

箸の手ごたえを頼りに、流しそうめんを目線よ
り高い位置で見事すくい取り、喜ぶ児童。
（北海道下川小と和知小６年生の子ども交流／
７月２８日わち山野草の森）

地域の〝和〟をはぐくむ、向き合う景観

の
ろ
し

と
れ
た
ぁ
！
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映画の里づくり着々と映画の里づくり着々と
京丹波町ロケーションオフィス発足

建物の撤去工事が進む旧浅田農産跡地

ロケ弁開発のための試食会（3月7日）

高
ま
る
人
気
　
ふ
る
さ
と
に
誇
り

　
ま
ち
の
風
景
や
建
物
な
ど
を
映
画
や

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
撮
影
場
所
と
し
て

提
供
し
、
観
光
客
誘
致
な
ど
に
つ
な
げ

る
ロ
ケ
誘
致
事
業
。
昨
年
７
月
に
「
本

能
寺
ホ
テ
ル
」（
綾
瀬
は
る
か
主
演
・

東
宝
配
給
）
の
炎
上
場
面
を
安
井
地
区

で
撮
影
し
て
以
来
、
町
内
で
テ
レ
ビ
番

組
や
Ｃ
Ｍ
な
ど
11
作
品
の
撮
影
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
推
進
の
核
と
な
る
「
京
丹
波
町

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
が
６
月
１

日
、
京
丹
波
町
観
光
協
会
内
に
発
足
し

ま
し
た
。
撮
影
や
取
材
支
援
の
総
合
窓

口
と
し
て
体
制
を
整
え
る
た
め
、
平
成

30
年
度
ま
で
の
２
年
間
、
株
式
会
社
エ

ン
ジ
ョ
イ
日
本
の
支
援
を
受
け
ま
す
。

　
同
社
の
企
画
運
営
担
当
、
知
見
雅
彦

さ
ん
は
、「
京
丹
波
町
の
立
派
な
自
然

と
撮
影
し
や
す
い
環
境
は
強
み
に
な

る
。
整
備
中
の
森
林
公
園
（
仮
称
）
は
、

炎
上
や
爆
破
な
ど
特
殊
な
撮
影
に
も
対

応
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」
と
東
映
株
式
会
社
で
映
画
製
作

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
作

品
誘
致
の
戦
略
を
巡
ら
せ
ま
す
。「
撮

影
場
所
の
決
定
は
、
物
語
の
設
定
に
合

う
複
数
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
考
慮
さ
れ
る
。
一
つ
で
も

多
く
の
作
品
を
呼
び
込
む
た
め
、
京
都

市
メ
デ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
交

換
を
し
て
い
る
」。

　
本
事
業
の
拠
点
と
な
る
安
井
地
区
の

旧
浅
田
農
産
跡
地
は
、
平
成
26
年
度
に

施
設
解
体
工
事
に
着
手
し
、
旧
鶏
舎
や

大
型
備
品
な
ど
計
18
棟
の
撤
去
を
８
月

中
に
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後
、

同
敷
地
内
に
撮
影
で
使
用
す
る
施
設
の

整
備
や
森
林
公
園
（
仮
称
）
の
造
成
な

ど
の
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　「地元でまちに関わる仕事をしたかった。まちを
もっと元気にしたい」と意気込む、京丹波町ロケー
ションオフィスの德島翔太さん（新水戸）。撮影現場
で地元との連絡調整や弁当の手配、物品の搬入出な
どを行い、円滑な進行を臨機応変に支えます。「京丹
波で作られた映像作品が全国、世界へと発信される
よう、まちの皆さま一人ひとりが協力者になってい
ただけるようにしたい」

とく   しま しょう   た

　

撮
影
に
必
要
な
資
材
な
ど
を
町
内
で

調
達
し
、
作
品
に
ち
な
ん
だ
観
光
商
品

を
開
発
で
き
れ
ば
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
弁
当
は
撮
影
関
係
者
の
利
便
性

を
図
る
と
同
時
に
、『
あ
の
作
品
の
制

作
を
支
え
た
食
』
と
い
う
商
品
価
値
に

な
り
ま
す
。
昨
年
10
月
に
は
、
ロ
ケ
弁

当
開
発
の
参
画
者
を
募
り
、
安
井
地
区

の
「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」
や
町
内
飲

食
店
な
ど
６
者
が
、
地
元
特
産
品
を
取

京
丹
波
で
作
ら
れ
た
映
像
作
品
を

全
国
、
世
界
へ

り
入
れ
た
献
立
を
用
意
。
料
理
家
の
西

村
秋
保
さ
ん
か
ら
、
見
栄
え
の
良
い
見

せ
方
や
価
格
設
定
に
よ
る
差
別
化
な

ど
、
選
ば
れ
る
商
品
づ
く
り
の
助
言
を

受
け
、
試
作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

今
夏
、
撮
影
現
場
へ
の
配
食
が
始
ま

り
、
制
作
関
係
者
に
は
、「
味
も
量
も

満
足
。
高
速
道
路
を
使
っ
て
で
も
ま
た

買
い
た
い
」
と
好
評
で
す
。
一
般
販
売

は
、
９
月
中
下
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

「
ロ
ケ
弁
」
の
提
供
開
始
　
一
般
販
売
は
今
秋
か
ら

質美地内での撮影風景

ち  

け
ん 

ま
さ 

ひ
こ

あ
や  

せ

※エンドロール…映像作品の終幕に出演者、制作者、協力者などの氏名を示す字幕。

電柱に樹皮のようなものを巻いて、構造
物を風景になじませる美術スタッフ

撮影現場に届けられたロケ弁

ロ
ケ
誘
致
事
業
へ
の

ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
が
ロ
ケ
誘
致
事
業
を
始
め
る
前
か

ら
し
ば
し
ば
撮
影
の
舞
台
と
な
っ
た
質

美
八
幡
宮
。
平
成
27
年
に
は
映
画
「
無

限
の
住
人
」（
木
村
拓
哉
主
演
）
の
撮

影
が
行
わ
れ
、
地
元
で
は
神
社
周
辺
の

交
通
規
制
な
ど
円
滑
な
撮
影
に
協
力
し

ま
し
た
。
現
代
的
な
構
造
物
は
、
時
代

作
品
の
撮
影
の
支
障
に
な
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
現
在
、
境
内
の
設
備
の
改
良

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

総
代
の
澤
村
秋
良
さ
ん
は
、「
著
名

人
ら
の
撮
影
地
に
な
り
、
地
域
や
文
化

財
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。地
元
で
は
、

映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
（※

）
に
質
美

八
幡
宮
の
名
を
見
て
、『
も
の
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
』
と
喜
ん
だ
。
住
民
が

エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど
で
出
演
で
き
れ
ば
、

地
域
に
向
け
る
目
も
変
わ
る
の
で
は
。

過
疎
高
齢
化
を
憂
う
ば
か
り
で
な
く
、

視
点
を
変
え
る
こ
と
で
光
る
も
の
を
見

つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
前
向

き
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
ロ
ケ
誘
致
事

業
を
推
進
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お
聞
き
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
無
作

為
抽
出
に
よ
る
５
０
０
０
人
へ
８
月
下

旬
に
調
査
票
を
送
付
す
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
回
答
を
募
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

き  

む
ら 

た
く   

や

さ
わ  

む
ら 

あ
き 

よ
し

に
し  

む
ら
あ
き  

ほ
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年
齢
や
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず

支
え
合
い
、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る

地
域
を
目
指
し
て
。

か
た 

や
ま 

と
し
あ
き

須
知
高
校
普
通
科
３
年
生
が
企
画

サ
ラ
ダ
そ
ふ
と
ク
リ
ー
ム

地
域
経
済
の
活
性
化
め
ざ
し
大
学
生
や
事
業
者
と
連
携

須
知
高
校
普
通
科
の
３
年
生
が
町
内
事
業
者
と
連
携
し
、

大
豆
や
野
菜
を
活
用
す
る
健
康
志
向
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
商
品
化
。

７
月
９
日
に
道
の
駅
「
京
丹
波 
味
夢
の
里
」
で
販
売
し
ま
し
た
。

つ   

だ  

ま
さ 

じ

な
か
む
ら
ひ
ろ
む

試食を配って商品を PRする生徒

福祉サービス利用実績や聞き取り調査の結果を共有

　
サ
ラ
ダ
そ
ふ
と
ク
リ
ー
ム
は
、
豆
乳

ソ
フ
ト
と
し
ょ
う
ゆ
ソ
フ
ト
の
２
種
類

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
京
野
菜
入
り
の
洋

菓
子
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
今
年
４
月
、
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業

改
善
の
視
点
な
ど
を
示
す
「
学
び
を

育
む
京
丹
波
町
メ
ソ
ッ
ド
」
を
町
内

の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
教
職
員
に

配
付
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

高
校
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
授
業
改
善
を
進
め
る
た

め
、
７
月
31
日
に
全
教
職
員
を
対
象
に

研
修
会
を
開
催
。
丹
波
ひ
か
り
小
学
校

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
同
小
の
塩
貝

哲
哉
教
諭
と
瑞
穂
中
学
校
の
安
村
一
彦

教
諭
が
、
メ
ソ
ッ
ド
導
入
に
向
け
、
児

童
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
や
学
習
意
欲

の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
実
践
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
冨

山
哲
也
教
授
が
、
学
力
向
上
と
授
業
改

善
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
参
加
し
た
教
職

員
は
「
メ
ソ
ッ
ド
の
ね
ら
い
が
よ
く
分

か
っ
た
。
２
学
期
か
ら
の
授
業
づ
く
り

に
生
か
し
た
い
」
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
齢
者
福
祉
施

策
を
実
施
す
る
た
め
、
京
丹
波
町
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
委
員
会
を
７
月
13
日
、
瑞
穂

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
本
年
度
で

計
画
期
間
が
満
了
と
な
る
高
齢
者
福
祉
計

画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
次
期
計
画
策

定
に
向
け
て
、
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
の

共
助
な
ど
を
合
わ
せ
た
仕
組
み
を
検
討
す

る
た
め
、
地
域
活
性
化
団
体
や
町
内
事
業

所
な
ど
計
20
団
体
か
ら
委
員
が
参
画
し
て

い
ま
す
。
委
員
長
に
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
片
山
俊
明
会
長
、
副
委
員
長
に
社
会
福

祉
協
議
会
の
津
田
勝
二
事
務
局
長
を
選
出

し
ま
し
た
。

　
協
議
で
は
、
現
行
の
計
画
を
評
価
・
検

証
し
、
第
７
期
計
画
の
骨
子
案
を
検
討
。

過
去
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
え
た
課
題

を
踏
ま
え
、
本
町
の
高
齢
化
の
進
行
速
度

を
考
慮
し
、
年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

　
生
徒
ら
は
、
野
菜
が
不
足
し
が
ち
な

現
代
の
食
生
活
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
日
本
の
伝
統
食
品
で
あ
る
豆

腐
や
し
ょ
う
ゆ
、
有
機
栽
培
の
京
野
菜

を
使
用
。
健
康
意
識
や
美
容
意
識
の
高

い
人
の
需
要
を
意
識
し
ま
し
た
。
試
作

品
づ
く
り
に
は
、
竹
岡
醤
油
株
式
会
社

（
亀
岡
市
）
や
小
畑
豆
腐
店
（
大
倉
）、

京
都
学
園
大
学
生
の
協
力
を
得
て
、
企

画
案
を
道
の
駅
「
京
丹
波　
味
夢
の
里
」

へ
提
案
。
さ
ら
に
大
量
生
産
が
可
能
な

工
夫
を
加
え
、
完
成
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
高
校
生
が
取
り
組
み

の
経
過
を
報
告
し
、「
一
日
に
必
要
な
野

菜
摂
取
量
の
３
分
の
１
を
含
み
、
塩
分

は
１
日
の
基
準
摂
取
量
の
10
分
の
１
。

野
菜
は
天
日
干
し
で
栄
養
素
も
風
味
も

増
し
て
い
る
」
と
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
し
ょ
う
ゆ
ソ
フ
ト
を
試
食
し
た
女

性
客
は
、「
ほ
の
か
な
塩
味
が
、
甘
み
を

引
き
立
て
て
美
味
し
い
」
と
好
評
。
商

　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
障
害
者
福
祉
の

体
制
整
備
を
協
議
す
る
地
域
自
立
支
援

協
議
会
を
７
月
７
日
、
瑞
穂
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
現
行
の
障
害
者
基
本
計

画
と
障
害
福
祉
計
画
が
平
成
29
年
度
に
計

画
期
間
を
終
え
る
た
め
、
次
期
計
画
の
策

定
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
基
本
計
画
は
、
障
害
者
基
本

法
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
市
町
村
計
画

で
、
障
害
福
祉
計
画
は
具
体
的
な
支
援

策
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
や

福
祉
事
業
所
、
相
談
員
や
支
援
機
関
な

ど
15
団
体
か
ら
参
画
し
、
会
長
に
丹
波
桜

梅
園
中
村
弘
事
務
局
長
、
副
会
長
に
民

生
児
童
委
員
協
議
会
の
石
田
美
惠
副
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
広
い
視
点
で
推
進

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
の
策
定
に
向
け
て

長
を
選
出
。
協
議
で
は
、
過
去
３
年
間
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
実
績
や

関
係
団
体
・
事
業
所
へ
の
聞
き
取
り
調
査

の
結
果
を
ふ
ま
え
、
障
害
者
基
本
計
画
骨

子
案
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
充
実
を

第
３
期
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

町
内
す
べ
て
の
学
校
で
子
ど
も
が
主
体
の
確
か
な
学
び
を

「
学
び
を
育
む
京
丹
波
町
メ
ソ
ッ
ド
」
の
導
入

品
は
８
月
下
旬
ま
で
当
駅
で
試
験
販
売

し
、
実
績
を
踏
ま
え
て
今
後
の
販
売
方

法
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

実践報告をする丹波ひかり小学校の塩貝哲哉教諭

事務局が現行計画の実績を踏まえて骨子案を提示

い
し  

だ   

み   

え

し
お
が
い

と
み

て
つ 

や

や
ま 

て
つ 

や

や
す 

む
ら 

か
ず
ひ
こ
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『 

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
ご
存
知
で
す
か 

』

京丹波町病院　電話 0771-86-0220　
町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。
ご理解とご協力をお願いします

必要以上に多くの薬を併用して
しまっている状態

　外来・病棟で診療を行っていると、非常
に多くの種類の薬を内服されている方を少
なからずおみかけします。通常はさまざま
な症状に対して処方された結果なのですが、
なかには不要と考えられる薬もあり、その
ような状況を “ポリファーマシー” という用
語で表現します。
　一般に年齢とともに持病の数が増えるた
め、どうしても薬の種類は増えやすいので
すが、残念ながら副作用や薬同士の相互作
用で何らかの症状が出ることもあります。
また、薬の効果が重複している例もみかけ
ます。そのため、なるべく最低限の薬で治
療を行っていくことが理想です。

　ポリファーマシーに至る原因は、「①複数
の病院にかかっている」「②薬の管理がうま
くできていない」「③薬を中止できていない」
などが挙げられます。
　主治医は、患者が他の病院でもらってい
る薬をすべて把握することは難しいので、
受診の際は必ず薬手帳を持参しましょう。
また、限られた診療時間内に、他の病院で
もらっているすべての薬について主治医に
相談することは難しいかもしれませんので、
かかりつけ薬局を持ち、そこでも相談をし
てみてください。薬局でもらう説明書をしっ
かり読み、『飲んでいる薬がどのようなもの
かを把握する』ことも大切です。また、身
体的な問題などで、薬を適切に管理できな
いこともあるでしょう。実際に「大量の薬
が内服されずに自宅に残っていた」、逆に「短
期間ですべての薬が無くなってしまった」
という方がいらっしゃいます。そのため、
家族や施設の職員、ヘルパー、訪問看護師
の手助けを得ることも重要です。
　長年飲んできた薬を中止することに抵抗
を感じる方もあるかもしれませんが、新し
い薬に変更したり、重複する薬を中止した
りするだけで体調が良くなることもありま
す。主治医から提案があったときは、前向
きに検討してみてください。

平成29 年 4月から毎週水曜日に勤務。

京都府立医科大学附属病院リウマチ・膠原病が専門。

  さ  がわ  とも  や

京丹波町病院　佐川 友哉　医師

　
町
消
防
団
の
今
後
の
あ
り
方
を
審
議
す

る
京
丹
波
町
消
防
団
組
織
等
審
議
会
を

７
月
３
日
、
役
場
議
場
で
開
催
。
会
長
に

湊
嘉
秀
京
丹
波
町
区
長
会
副
会
長
、
副

会
長
に
西
村
惠
美
子
京
丹
波
町
女
性
の

会
副
会
長
を
選
出
し
、
将
来
の
組
織
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。

　京丹波町病院では、看護・医療系を志望する学生に
ジョブシャドウイングの機会を提供しています。ジョブ
シャドウイングとは、職業人に影のように密着して職場
での仕事ぶりを観察する体験で、７月２６日には、看護
師、理学療法士、薬剤師、管理栄養士を目指す京都府立
綾部高校の生徒１６人が、実際の業務を観察しました。
　当病院では、町民のあらゆる健康上の問題や疾病
に対し、総合的・継続的に対応する地域の保健医療福
祉機関として機能強化を図っており、スタッフは専門
分野はもちろん、総合的な対応力を求められます。
　生徒らは、病棟看護や訪問看護、訪問リハビリ、病
院食の調理などを見学、一部実践。また、最新の医療
機器を見学し、地域連携室の役割なども学びました。
　平田千春総看護師長は、「私たちが患者さまに過ご
しやすい環境を提供するために、どのように関わって
いるのか、それぞれの職員の姿勢から感じ取ってもら
いたい。この体験が進路実現の原動力となり、将来、
若い人材が地元で働くことに結びつけば」と期待を込
めて指導しました。

継続した受け入れに感謝状
　職業体験の受け入れは今回で４回目となり、継続した
人材育成の取り組みが、キャリア教育推進の一助になっ
ているとして、京都府教育長から感謝状が贈られました。

医療人を育てるジョブシャドウイング

若き有志ら町病院で医療現場
の実際に学ぶ

現
状
を
考
慮
し
た
京
丹
波
町
消
防
団
の
あ
り
方
を
検
討

年
度
内
の
答
申
に
向
け
消
防
団
組
織
等
審
議
会
が
協
議
開
始

　
町
消
防
団
は
平
成
18
年
４
月
に
発
足

し
、
平
成
20
年
２
月
に
策
定
し
た
消
防
団

運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
活
動
し
て

お
り
、
団
員
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
再
検
討
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
町
議
会
議
員
や
消
防
団
幹

部
、
京
都
中
部
広
域
消
防
組
合
な
ど
か

ら
参
画
し
て
お
り
、
今
後
、
現
状
を
踏

ま
え
て
組
織
や
定
数
、
団
員
の
処
遇
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
本
年
度
内
に
答
申

し
ま
す
。

　
協
議
の
開
始
を
受
け
、
町
消
防
団
は
地

域
に
お
け
る
団
員
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第120回

放射線技師が使う放射線を通さないエプロンを試着

ひら     た       ち    はる

こうげん

み
な
と
よ
し
ひ
で

に
し  

む
ら  

え    

み    

こ
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九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
地
へ

●中
高
生
が
義
援
金
募
る

　

九
州
北
部
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、和

知
中
学
校
と
須
知
高
校
で
は
、各
生
徒

会
が
中
心
と
な
っ
て
義
援
金
活
動
を
実

施
。和
知
中
生
徒
会
は
７
月
19
日
か
ら

２
日
間
、登
校
時
の
校
門
に
立
ち
、災
害

報
道
の
新
聞
記
事
を
集
め
た
パ
ネ
ル
を

掲
げ
て
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。生

徒
会
長
の
野
間
駿
平
さ
ん
（
同
中
３
年
）

は
、「
九
州
北
部
の
皆
さ
ま
が
早
く
普
段

アドバイスを受けながらパドルを操る参加者

農家にコツを教わり種豆をまく児童ら

「
ひ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
」で
児
童
提
案

●給
食
の
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う

　

丹
波
ひ
か
り
小
学
校
で
７
月
11
日
、

３
年
生
以
上
の
学
級
代
表
や
各
委
員

が
、学
校
生
活
の
向
上
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
う
「
ひ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
。給

食
の
「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
」に
取
り
組
ん
だ

成
果
を
報
告
し
あ
い
ま
し
た
。

　
６
月
の
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
で
、学
校
を

も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
を
話
し
合
い
、給
食
委
員
が
食
べ

残
し
の
多
さ
を
提
起
。各
学
級
で
話
し

合
い
、「
し
ゃ
べ
ら
ず
食
事
に
集
中
す
る
時

間
を
つ
く
る
」「
早
く
準
備
す
る
」な
ど
を

実
践
し
ま
し
た
。斉
藤
聖
子
給
食
主
任

は
、「
個
々
の
意
識
が
変
わ
り
、学
年
に

よ
っ
て
は
食
べ
残
し
が
ゼ
ロ
に
近
づ
い
た
」

取り組んだ内容と成果を報告する児童

ボ
ー
ル
追
い
か
け
水
し
ぶ
き

●泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

水
田
で
競
う
「
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」が
７
月
23
日
、三
ノ
宮
地

内
で
開
催
さ
れ
、職
場
や
友
人
ら
で
編

成
さ
れ
た
７
チ
ー
ム
が
奮
闘
。泥
に
足
を

取
ら
れ
な
が
ら
も
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

飛
び
込
む
姿
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

大
会
は
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う

美
味
し
い
デ
ザ
ー
ト
で
き
る
か
な

●下
山
小
児
童
と
白
土
村
つ
く
り
会

　

下
山
小
学
校
３
年
生
が
７
月
11
日
、

下
山
の
白
土
村
つ
く
り
会
に
教
わ
り
、小

豆
の
種
豆
を
ま
き
ま
し
た
。児
童
ら
は
、

地
元
の
特
産
物
を
通
し
て
町
の
魅
力
を

学
ん
で
お
り
、村
つ
く
り
会
の
協
力
を
得

て
、小
豆
や
黒
大
豆
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
日
は
、

畑
に
等
間
隔
に
京
都
大
納
言
の
種
豆
を

ま
い
て
土
を
か
ぶ
せ
、バ
ケ
ツ
に
た
っ
ぷ
り

の
水
を
協
力
し
て
運
び
、丁
寧
に
土
を
潤

し
ま
し
た
。11
月
に
は
収
穫
し
、小
豆
を

使
っ
た
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。児
童

は
、「
美
味
し
い
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
た
い
」

と
作
業
に
汗
を
流
し
、収
穫
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

と
変
化
を
実
感
し
て
い
ま
す
。給
食
委

員
の
児
童
は
「
こ
の
気
持
ち
で
取
り
組

み
を
続
け
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
域
の
支
え
に
感
謝

●道
の
駅「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」２
周
年

　

道
の
駅
「
京
丹
波　

味
夢
の
里
」が
、

町
民
と
駅
利
用
者
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー

マ
に
２
周
年
祭
を
開
催
。７
月
９
日
は
出

荷
者
協
議
会
の
「
１
０
０
円
市
」や
紅

白
杵
つ
き
餅
、京
都
府
北
部
・
南
部
地

域
か
ら
出
展
さ
れ
た
海
の
幸
や
お
茶
の

特
産
品
が
、賑
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。ま

た
、当
駅
を
拠
点
に
活
動
す
る
音
楽

サ
ー
ク
ル
が
生
演
奏
や
歌
声
を
披
露
し
、

ド
ラ
イ
ブ
休
憩
の
ひ
と
時
を
癒
し
ま
し

た
。オ
ー
プ
ン
以
来
、観
光
客
の
利
用
は

好
調
で
、沖
哲
司
駅
長
は
「
今
後
は
町
内

川
風
の
心
地
よ
さ
感
じ
て

●カ
ヌ
ー
体
験
教
室
が
人
気

　
カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
体
験
教
室

が
７
月
15
日
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
計
５

回
、和
知
川
カ
ヌ
ー
艇
庫
前
で
開
か
れ
、

町
内
外
の
親
子
連
れ
な
ど
が
水
上
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。和
知
川
で
は
冬
季
を

除
い
て
カ
ヌ
ー
体
験
を
楽
し
め
、教
室
は

カ
ヌ
ー
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。参
加
者
は
町
カ
ヌ
ー
協
会

の
指
導
員
に
艇
の
乗
降
や
パ
ド
ル
の
操
り

方
な
ど
を
教
わ
り
、上
流
に
向
か
っ
て
こ

ぎ
出
し
ま
し
た
。

　

京
都
市
の
上
田
さ
ん
親
子
は
「
景
色

が
き
れ
い
だ
っ
た
。鉄
橋
を
渡
る
電
車
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
」と
川
面
か
ら
の
光

景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

と
三
ノ
宮
地
域
振
興
会
が
主
催
し
、今

年
で
11
回
目
に
な
り
ま
す
。仮
装
で
参
加

で
き
、チ
ー
ム
ご
と
に
個
性
的
な
衣
装
で

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。リ
ー
グ
戦
の
合

間
に
行
わ
れ
た
、水
田
で
の
走
力
を
競
う

「
泥
ん
こ
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
」で
は
、参
加

者
が
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
華
麗
に
駆
け

抜
け
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

の
皆
さ
ま
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
役
立
て
ば
」と

願
い
ま
す
。

　

ま
た
、須
知
高
校
生
徒
会
は
20
日
、道

の
駅
「
丹
波
マ
ー
ケ
ス
」内
で
義
援
金

を
募
集
。被
害
の
甚
大
さ
に
驚
い
た
と

話
す
生
徒
会
長
の
古
澤
凪
さ
ん
（
同
高

３
年
）も
、「
災
害
は
他
人
事
で
は
な
い
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
早
く
元
の
生
活

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
」と
思
い
を
込

め
ま
し
た
。

見物客も餅つきを体験

ボールに向かって水田での走力を競う「泥んこビーチフラッグ」

ふ
る  

さ
わ  

な
ぎ

お
き   

て
つ   

じ

 

の      

ま  

し
ゅ
ん 

ぺい
さ
い   

と
う  

き
よ    

こ

う
え    

だ
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学校と生徒、保護者が協力（和知中）道の駅利用者へ協力を呼びかけた（須知高）
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お茶の間 家族が集まり心通わせた〝お茶の間〟
のようなページをめざしています。

kyotamba まちの元気人

「こんにちは赤ちゃん」コーナー
投稿をお待ちしています

〈対象者〉町内在住の生後１歳未
満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写真に申
込書を添えて、役場または支所ま
で、持参・郵送・メールのいずれ
かで届けてください。メールの場
合、件名を「こんにちは赤ちゃん」
として、申込書に記載する必要事
項をメール本文に記載し、写真を
添付して下記アドレスへ送付してく
ださい。

【問】京丹波町企画政策課
 電話  0771-82-3801
 Eメール   
　　  kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

 ＝ ６４

東の反対側 ＝  ？

　普段、何気なく過ごされている人、

悩んでいる人、若い方からそこそこ人

生を過ごされた方…！！

　気軽にこの本を手に取り、見出しを

読むだけでも「ウン！ウン！」とうな

ずけ、人生の道しるべになる本です。

長年生きてこられた方の言葉だけに、

素直に心に入ってきます。料理でも調

味料の匙加減で味が決まるように、自

分の心の匙加減で人生の生き方を…参

考にできる読みやすい本です。

（三ノ宮公民館図書室：西山園子さん）

こんなときの、この一冊図書室がおすすめする

  図書室ご案内   中央公民館（蒲生）、山村開発センターみずほ（大朴）、旧梅田保
育所（鎌谷下）、三ノ宮基幹集落センター、質美振興センター、和知ふれあいセンター
（本庄）　貸出期間　2週間　1回の貸出冊数　1人 5冊まで

　

和
知
に
生
ま
れ
育
ち
１
０
２
年
目
の

夏
。
田
園
風
景
を
見
渡
せ
る
一
軒
家
で
、

一
人
暮
ら
し
。
町
内
に
住
む
娘
家
族
の

手
助
け
が
あ
り
、
家
事
や
庭
の
手
入
れ
、

身
の
回
り
の
こ
と
を
こ
な
す
。「
朝
、
顔

を
洗
っ
て
、
神
さ
ん
に
元
気
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
頼
ん
で
、
仏
さ
ん
の
お
茶
を
替

え
て
、
般
若
心
経
を
唱
え
て
、『
あ
り
が

と
う…

あ
り
が
と
う
』
と
。
晩
は
寝
る

前
に
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
も
元
気
で
過
ご
せ
ま
し
た
。
明
日

も
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
』
と
神

さ
ん
に
お
礼
し
て
、
仏
さ
ん
に
『
あ
り

が
と
う
、
あ
り
が
と
う
、
今
日
は
誰
そ

れ
が
来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
な
ぁ
』、

来
客
が
な
い
日
は
『
誰
も
来
て
く
れ
ん

で
寂
し
か
っ
た
な
ぁ…

あ
り
が
と
う
』
と

い
う
の
が
毎
日
の
行
事
」
と
手
を
合
わ

せ
る
。

　

大
正
４（
１
９
１
５
）年
に
生
ま
れ
、

小
学
校
卒
業
後
、
父
親
の
勧
め
で

高
等
科
へ
進
学
し
、
グ
ン
ゼ
に
勤
め

た
。「
主
人
と
は
好
き
に
な
っ
て
一

緒
に
な
っ
た
け
ど
、
戦
争
中
や
っ
た

で
結
婚
式
も
何
に
も
せ
ん
と
、
借

家
を
転
々
と
し
た
」。
間
も
な
く
、

夫
は
戦
地
へ
。「
大
倉
の
金
毘
羅
さ

ん
で
拝
ん
で
も
ら
っ
て
行
き
ま
し
た
。

戦
争
中
の
暮
ら
し
は
、
ほ
ん
ま
に
憐

れ
な
も
の
。
山
で
木
の
実
を
摘
ん
で

食
べ
、
ご
飯
と
い
っ
て
も
麦
ば
か
り
。

ほ
ん
ま
に
よ
う
あ
ん
な
も
の
を
食
べ

て
、
生
き
ら
れ
た
な
ぁ
と
思
う…

」

空
襲
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
暮
ら
し
の

気
配
を
消
し
た
時
代
。「
灯
り
を
出
し

た
ら
あ
か
ん
と
言
わ
れ
て
照
明
に
布
を

か
ぶ
せ
て
な
、
隣
の
家
の
床
下
に
穴
が

掘
っ
て
あ
っ
て
、
空
襲
警
報
が
出
た
ら
黒

い
帽
子
を
被
っ
て
、
子
ど
も
を
連
れ
て
隠

れ
よ
っ
た
。
怖
か
っ
た
な
ぁ
」
戦
地
か
ら

帰
ら
ぬ
人
も
多
か
っ
た
な
か
、
夫
は
無

事
に
戻
り
終
戦
。「
元
気
で
帰
っ
て
き
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
初
め
に
建
て
た

家
は
風
呂
も
な
い
小
屋
や
っ
た
け
ど
、
主

人
が
真
面
目
に
よ
う
働
く
人
で
せ
ん
ぐ

り
具
合
よ
う
で
き
た
。
お
か
げ
で
今
も

不
自
由
せ
ん
と
、
ほ
ん
ま
に
も
っ
た
い
な

い
」
と
面
影
に
感
謝
。

　

活
動
的
な
性
格
で
何
事
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
町
や
ら
郡
の
婦

人
会
長
、
老
人
会
長
、
民
生
委
員
も
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
大
勢
知
り
合
い
が
で
き

た
」
旧
友
か
ら
今
も
年
賀
状
が
届
く
。

　

健
康
に
良
い
と
聞
い
た
食
事
は
実
践

す
る
。「
一
日
に
い
っ
ぺ
ん
は
酢
の
物
を

食
べ
る
」
野
菜
は
毎
食
た
っ
ぷ
り
、
昼
は

肉
、
夜
は
青
魚
を
選
ぶ
。
定
番
の
献
立

は
野
菜
の
炊
い
た
も
の
や
肉
う
ど
ん
。

　

懐
か
し
い
日
々
は
作
文
教
室
の
文
集

や
日
記
に
残
る
。「
今
も
日
記
を
気
張
っ

て
書
い
と
る
。
今
日
（
取
材
）
の
こ
と

も
書
い
と
く
わ
（
笑
）」
今
日
を
振
り

返
り
、
人
生
を
振
り
返
り
、
返
す
返
す

言
葉
に
な
る
の
は
、「
こ
な
い
長
生
き
さ

し
て
も
ろ
て
、幸
せ
な
暮
ら
し
が
で
き
て
、

ほ
ん
ま
に
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
感
謝
。

奥
戸
と
み
さ
ん
（
大
倉
）

お
く    

ど

にしやま その   こ

も
っ
た
い
な
い

  『 100 歳の精神科医が見つけた　こころの匙加減 』 
　　　　　　　　髙橋幸枝・作／飛鳥新社

人
の
動
き

人
権
擁
護
委
員

　
平
成
29
年
７
月
１
日
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
32
年
６

月
30
日
ま
で
で
す
。　
　
　
（
敬
称
略
）

【
再
任
】
湊　
令
子
（
須
知
）

【
再
任
】
堀
川　
好
（
小
畑
）

（答え）

西→２×４で８

ヒント : 掛け算で数字が入ります。

わたしたちの町

  人　口　     14,678  （－14）
  　男　　        6,966  （－ 9 ）
  　女　            7,712  （－ 5 ）
  世帯数            6,369   （ +18）

（平成29年7月30日現在）

ドクータウン工房（株）

ハッピードッグライフ（株）  
２万円

樋口裕城　　　　　　　　　 ２万円

片山山治　　　　　　　　 １０万円

斉藤正治　　　　　　　　　 ３万円

ふるさと応援寄付金のお礼
＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

熊本地震義援金　　　　　　2,002,840 円

福島県双葉町復興支援募金　7,364,627 円

義援金などの受付状況

チャレンジ！ 頭の体操クイズ頭の体操クイズ

   8 月 1 日現在／（    ）は前月比

Q

曽根川沿いに
サギの群れ30羽
　魚やオタマジャクシ
などをエサにするサギ
は、川や田でよく見か
けます。7月下旬に曽根
川沿いで30羽以上のサ
ギの群れがいました。

たか はし さち  え

み
な
と
　   

れ
い 

こ

ほ
り
か
わ
　   

む
つ
み

さじ

さじ

さじ
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02　映像の里づくり着々と
　　～京丹波町ロケーションオフィス発足～
04　須知高校生の企画を商品化　ほか
06　将来の医療人を育成、町病院で職業体験
07　いきいき医療術
08　まちの話題
10　まちの元気人

　
ひ
な
壇
の
よ
う
に
対
岸
の
家

並
み
や
田
畑
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
河
岸
段
丘
。
山
間
を
蛇

行
す
る
由
良
川
と
そ
の
支
流
、

高
屋
川
と
の
合
流
付
近
に
発
達

し
た
段
丘
は
、
国
土
地
理
院
が

選
ん
だ
「
日
本
の
典
型
地
形
」

に
数
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
生
い
立
ち
は
、
70
万
年

以
上
も
の
太
古
の
昔
。
河
川
の

浸
食
作
用
で
切
り
立
っ
た
谷
に

土
砂
が
堆
積
し
て
谷
底
平
野
と

な
り
、
後
に
隆
起
な
ど
に
よ
っ

て
浸
食
作
用
が
活
発
化
し
て
段

丘
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
段
丘
は
高
位
・
中
位
・

低
位
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
、

由
良
川
河
岸
の
高
位
段
丘
の

堆
積
物
か
ら
、
そ
の
時
代
が

更
新
世
の
中
期
・
後
期
（
77

万
３
０
０
０
年
〜
12
万
６
０

０
０
年
前
）
で
あ
っ
た
と
見

な
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
和
知

町
誌
」
よ
り
）

　
両
岸
の
形
状
を
一
望
で
き
る

中
区
の
神
社
地
内
か
ら
は
、
10

集
落
を
見
渡
せ
ま
す
。
当
地
が

開
拓
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
出

野
城
が
見
え
た
こ
と
、
敵
の
襲

来
や
災
害
な
ど
を
監
視
で
き
た

こ
と
、
地
質
が
岩
盤
で
狼
煙
を

上
げ
る
の
に
適
し
て
い
た
こ
と

な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。

　
地
形
と
産
業
、
暮
ら
し
、
民

俗
は
密
接
に
関
わ
り
、
現
代
の

地
域
社
会
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
日
々
、
対
岸
に
四
季
の
移

ろ
い
を
感
じ
、
互
い
に
〝
お
向

か
い
さ
ん
〞
の
暮
ら
し
の
無
事

を
思
い
や
る
、「
和
」
の
心
も

土
地
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

箸の手ごたえを頼りに、流しそうめんを目線よ
り高い位置で見事すくい取り、喜ぶ児童。
（北海道下川小と和知小６年生の子ども交流／
７月２８日わち山野草の森）

地域の〝和〟をはぐくむ、向き合う景観

の
ろ
し

と
れ
た
ぁ
！
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